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内   容 

長期化する新型コロナウイルス感染症対策に伴う財政状況を考慮し、仮

設経費の削減や、工事期間見直しによる工事費の平準化に配慮した、本庁舎

改修工事の見直し案について報告する。 

１ 改修時期を見直した分散型工事手法の選択 

従前の一括実施型工事手法から、分散型工事手法に見直す。 

従前 

(一括実施型工事手法) 

見直し後 

（分散型工事手法） 

設計・工事対象 
北館    １期 

中央／南館 ２～５期 

北館    先行着手 

中央／南館 財政状況により着手 

手法 
北館 居ぬき工事 フロア毎工事

中央南館 居ながら工事 緊急的な維持保全工事 

仮設庁舎 新築（リース） 既存施設利用 

（１）北館から事業を進め、施設・設備の劣化状況に応じた必要最小限の改

修から始める。 

（２）北館改修工事では、フロア毎工事（１フロアを空にする）の手法を検

討し、新規仮設庁舎は建設せず仮設経費の削減を図る。 

（３）中央／南館の計画改修工事は財政状況を鑑みて事業を進める。当面は

緊急的な維持保全工事を行っていく。 

２ 分散型工事手法のメリット、デメリット 

（１）メリット

ア 財政状況を見極めた対応が可能となる。

イ 仮設庁舎建設経費が削減できる。

ウ 窓口職場は北館内で移動するため、区民動線に影響が少ない。

（２）デメリット

ア アスベスト処理時や工事実施時の安全対策強化が必要となる。

イ 騒音、振動等の発生による影響がある。

ウ 工事期間が長期化する。
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３ 北館改修工事で優先的に実施する項目 

（１）河川はん濫時に備えた設備移設工事（非常用発電機等）

（２）劣化が著しく区民サービス低下に直結する空調設備改修工事

（３）上記空調工事の前提となる天井裏アスベスト除去工事

４ 工程 

（１）従前工程（案）

項目 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ 

設計(全館) 

北館工事     

中央/南館工事    

仮設庁舎 

（２）改修時期分散型工事工程（案）

項目 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ 

設計(北館のみ) 

北館工事      

中央/南館工事         

仮設庁舎       

※ 緊急的な維持保全工事については、別途検討し実施していく。

５ 今後の対応 

メリットを生かし、極力デメリットを抑えた具体的な工事内容、方法等

について精査するとともに、工期長期化に伴う経費削減についても十分

に検討していく。 

問 題 点 

今後の方針 
具体的な検討を進め、本庁舎改修基本計画の改定作業に着手する。 

（仮設庁舎の建設はしない、既存施設活用を検討） 

（概ね４期８年 Ｒ１４まで） 

（全館移転後工事、工期２年） 

（１フロア毎工事、工期は４～５年） 

（当面は維持保全に努め、設計を含め、再検討時期は財政状況等による） 
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